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　2014 年にペイルブルーの小さなお店

『メリ樹』を平田にオープンしました。

メリ樹（Meriju）という名前は、店主（母）

の名前の頭文字 M と娘の名前 eri を組

み合わせ、樹は樹木のように（父のよう

に）どっしりとしたお店になるようにと

の願いを込めています。また、当店のラ

ベルは、木苺が日本みつばちの力を借り

て受粉して実る物語を表現しており、伊

賀の自然の豊かさをアピールしています。

　家族３人で栽培・製造・販売と分担し、

できるだけ農薬を使わずに自家栽培した

ガーデン・ハックルベリーや木苺、ロー

ゼル、スモモ、安納芋などを用いて、無

添加でオリジナルブレンドのコンフィ

チュールやヨーグルトソース

を製造・販売しています。

　市内で自家栽培しているガーデン・ハックルベリーは、ナス科の一年
草（野菜）です。
　１粒ずつ手摘みした完熟の実に甜

てん

菜
さい

糖を加え、水を一切入れず煮詰め
て作るコンフィチュールは、トロッとした濃厚さが特徴で、黒みがかっ
た濃

こむらさき

紫色になります。また、添加物やクエン酸を使わず、穏やかな酸味
をつけるため南高梅を使っています。ビタミンＡがブルーベリーの４倍
以上、アントシアニンは約３倍以上といわれています。
　パンにバターと一緒に塗るとよく合います。ぜひお試しください。

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

メリ樹～ Meriju ～
髙濵　みつ子さん
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。
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史
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。
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　　　▲まるまん文書
　　　　（伊山文庫蔵）

▲書写されたまるまん
文書

　（青山公民館旧蔵）

コンフィチュール ガーデン・ハックルベリー

コラム

　監査とは、ある事柄に対して、守るべき法令や規

定などの基準に照らして、業務や成果物がそれらに

則っているかどうかを確かめ、その証拠に基づいて、

監査対象の有効性を合理的に保障することとされて

います。

　このことを、人権意識に置き換えて考えてみると、

人権が尊重される社会をめざすための取り組みを実

践するために守るべき法令は、日本国憲法をはじめ、

さまざまな分野に張り巡らされた国内法、世界人権

宣言や人種差別撤廃条約などの国際条約です。

　これらの法令などは、先人たちが少しでも暮らし

やすい社会の実現をめざして作られた苦労のたまも

のです。現在さまざまな差別が社会問題として取り

上げられている中、法令の理解を含めた認知度を上

げるような取り組みが求められています。

　世の中で、毎日のように起こるさまざまな事件、

また自分自身の日々の行動をその基準のフィルター

を通して考え振り返ることが、身近な家族や近しい

仲間の中に人権を尊重する意識を芽生えさせ、少し

ずつその輪が広がっていくと思います。

　家庭での会話の一コマで、小学生の子どもが、外

国にルーツのある友達が話せる言葉（外国語）を「変

な言葉」と表現したときには、「自分たちと違うタ

イプの言葉やね。だけど世界にはいろんな国や人種

があるから、違いがあって当たり前だし、認め合っ

ていかないとね」と絶妙のタイミングと優しさを

もって伝えられる感覚と、そんなやりとりができる

関係を育てていきたいと思います。

　人権感覚のアンテナの感度を良好に保つ工夫を忘

れず人権が尊重され、個人が自由に暮らせることが

保障される社会の実現のために、小さな試みですが

自らの人権監査を実践したいと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

自身の人権意識を監査してみる　　－監査委員事務局－

◆手紙のひと　芭蕉

　芭蕉さんは、江戸時代の作家のなかでも特に多く

の手紙を残したことで知られ、現在までに 200 通

以上の手紙が伝わっています。芭蕉さんとともに「元

禄の三大家」と呼ばれている井原西鶴・近松門左衛

門はというと、西鶴の手紙は７通ほど、近松の手紙

は 10 通ほどしか伝わっていませんので、芭蕉さん

の 200 通以上という数字は驚くべきものです。

　ここまで多くの手紙が伝わっている理由は、ひと

つには芭蕉さんが筆まめだったからでしょうが、も

うひとつには、芭蕉さんから手紙をもらった相手が

大切に保管してくれていたからでしょう。芭蕉さん

からの手紙だからとっておきたい、大切にしたいと

思われていたということです。

　芭蕉さんの手紙を読むと、俳句の指導だけでなく、

相手の仕事のことや家族のこと、使用人のことなど

さまざまなことが書かれており、相手を気遣うこま

やかな配慮がうかがえます。そうした芭蕉さんだ

からこそ、たくさんの人に大切にされてきたので

しょう。

◆企画展「読みたい！芭蕉さんの文字」開催中

　９月 10 日㈰まで

◆第 77 回芭蕉祭特別展「手紙のひと　芭蕉」

　９月 15 日㈮～ 12 月 24 日㈰

　午後１時 30 分～　※要入館料

芭蕉翁記念館だより
【問い合わせ】

○文化振興課　☎  22-9621　℻  22-9619 
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

『絵入おくの細道』（伊賀市蔵）より

特別展で公開予定
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